
　低成長時代の厳しい競争下に置かれる各企業にとって、生産性の向上・企業体質強化のための
「工場革新」は、企業の安定的な発展・継続のためには必須事項です。
　結果として、変化即応型の強力な企業（製造）体質が求められています。
　そのためには自社の経営課題を明確にし、さらに目標通りの成果を上げるために、改善のステップを
継続して進めていかなければなりません。
　今回の国際大会では、ポルフを導入し、多くの成果を上げている企業がその事例を発表します。
　発表企業は国内はもとより、ドイツ、イギリス、南アフリカ、フィリピンなどの海外企業の成果発表も
多数あります。
　この機会に、ポルフの「工場革新」の技法を身近なものにして下さい。
　発表会終了後は参加者全員による交流会も実施します。
　関係各位の積極的な参加をおすすめします。

日時 2010年11月8日（月）

受付開始 午前9時20分～

講演および 午前10時～16時35分まで
事例発表

交流会 17時00分～

会場 きゅりあん　　１階　小ホール

ＪＲ京浜東北線・大井町　駅前

主催 株式会社ポルフ開発研究所
http://www.pporf.com

第8回　ポルフ国際大会
８ｔｈ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ＰＰＯＲＦ（20Ｋｅｙｓ）　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ

ＰＰＯＲＦ：Ｐｒａｃｔｉｃａｌ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｏｆ　Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎｓ　in Factories
（工場革新のための実践的プログラム）

ポルフ（20Ｋｅｙｓ）実践による
国内外の企業革新 成果事例 発表大会

参加のおすすめ

開催概要

http://www.pporf.com/�


　日頃はポルフにご理解を賜り、誠に有り難うございます。
本年度は、ポルフ国際大会を第8回として日本で実施する運びとなりました。
世界で見てみますと国際大会開催は1992年以来、通算で18回目となります。
　リーマンショック以来円高も進み、低迷の続いている日本経済ですが、ポルフ実践
各社は大変な状況ながらもモチベーションを絶やすことなく、良く健闘していただいて
おります。そしてこの不景気に伴ったポルフ実践休止という企業は出てきておりません。
　これはひとえに皆様方のポルフに対するご理解と、前向きな姿勢のたまものと、
御礼申し上げます。
　今回も海外5ヶ国程度の出席を予定しており、いくつかの発表もお願いしております。
是非この機会に、ポルフ仲間として交流していただき、御社の更なる発展に役立てて
いただきたいと思います。
　ポルフに興味をお持ちの方を含め、多数の方のご出席をお待ち申し上げております。

ポルフの特徴・強み
①経営を20項目に分け、現状を踏まえた上で、それぞれの項目でどのように
　改善すべきかを「ポルフマップ」その他多数の具体的事例で表している。
②直・間・営業が平行して改善を進めるので、全社で成果が上がりやすい。
③進め方が、押しつけるコンサルティングではなく、従業員のやる気を引き出す
　形になっている。→納得して改善
④ポルフを用いて社の方針を毎年達成し続けることが出来る。
⑤従業員の教育になる。
⑥ISO9001、ISO14001がポルフの中に取り込まれ大きな成果となって表れる。
　ISOのPDCAをまわすところ、継続的改善がポルフの最も得意な所。

バランス良く
　抜けのない企業革新が可能

株式会社ポルフ開発研究所　
代表取締役社長　

小林良行  

経営方針とのリンク

開催にあたり



　

10：00 ～ 10：35

No 時 間 発表会社 演 題 発表の聞き所

1 10：35 ～ 11：00 海外（ドイツ）

11：00 ～ 11：15 　　休　憩

2 11：15 ～ 11：40 海外（南アフリカ）

3 11：40 ～ 12：05 海外（エジプト）

12：05 ～ 13：00 　　昼  食

4 13：00 ～ 13：25 株式会社安西製作所 ポルフで飛躍、究極の選別機 銀賞獲得へ向けての活動

5 13：25 ～ 13：50 東洋農機株式会社 北の大地に創業１０１年ポルフ２４年
継続は力なり～
体質改善により収益力改善

6 13：50 ～ 14：15 Pricon Micro Electronics社 フィリピンにおけるポルフ実践事例 銅賞受賞への歩み

7 14：15 ～ 14：40 株式会社田邉空気機械製作所
全員参加で体質改善、さらなる生産性
向上

銀賞取得に向かった改善の歩み

8 14：40～ 15：05 コーホク印刷株式会社 ムダ作業の撤廃で効率アップ ４Ｓ・段取り替え迅速化・作業改善

15:05 ～ 15：20 　　休　憩

9 15：20 ～ 15：45 株式会社太陽堂封筒 顧客の心をつかむ封筒作り ４S・品質向上への取り組み

10 15：45 ～ 16:10 株式会社ビー・プロ
ポルフの推進でコストダウン２０％を
目指して

歩留まり向上・作業改善・段取り替え
時間短縮でコストダウン

11 16:10 ～ 16：35 滝沢ハム株式会社
安全・安心な物づくりをポルフで
深耕実践

４Ｓ・品質保証体制

17：00～ 19：00 　　交流会（立食）

※プログラムは変更になることがあります。　※海外企業の発表には逐次通訳がつきます。

開会挨拶　　　　　　　　株式会社 ポルフ開発研究所　　代表取締役社長　　小林良行
基調講演　　　　　　　　Organisation Development International (ODI)  M.D.   Mr. Johan Benadie

講師・発表者・参加者の皆様の相互交流の場です。
新たな飛躍のヒントとしてください（参加料込み）。

第8回 ポルフ国際大会発表会社および演題



●申し込み要領 　　 ●会場案内図
参加料
1名につき、１８,０００円

（昼食・交流会・消費税含む）

申込書を郵送またはＦＡＸにて下記にお申し込みください。
参加料は銀行振り込みで10月22日（金）までにお支払い
願います。
入金確認後、参加票を郵送いたします。
なお、お払い込みの参加料はご返却いたしかねます。

振込口座
三菱東京UFJ銀行　銀座支店
普通　４５７６１２８
口座名：株式会社ポルフ開発研究所

●お申し込み・お問い合わせ先 ＪＲ京浜東北線・大井町　駅前
㈱ポルフ開発研究所　本社
〒１５８－００８２　東京都世田谷区等々力 ７－３－４
ＴＥＬ　０３－３７０１－５７０９ （品川区立総合区民会館）
ＦＡＸ　０３－３７０１－４８６７ ＴＥＬ　０３-５４７９-４１００

〒１４０－００１１　　東京都品川区東大井５－１８－１
●ビデオ撮影はご遠慮下さい http://www.shinagawa-culture.or.jp/curian/index.html

ＦＡＸ　０３－３７０１－４８６７ E-mail:   form@pporf.com
申込み専用メールアドレス

※お預かりした個人情報は、今回の国際大会運営以外の目的で使用いたしません。

申し込み方法　　振込み手数料は御社で御負担願います

参加者

御社名

所在地

事業所名

参加者
（申込責任者）

参加者

参加者

　〒

ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail

参加者
所属部署

氏名

所属部署

氏名

参加者
所属部署

氏名

支払方法
※必ず明記下さい

　銀行振込　　月　　日　振り込み予定
　（　　　　　　　　　　　　　　　　）銀行

参加者
所属部署

氏名

所属部署

氏名

参加者
所属部署

氏名

参加者
所属部署

氏名

参加者
所属部署

氏名

所属部署

氏名

所属部署

氏名

第8回ポルフ国際大会申込書
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